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今年も盛 り上 がりました!一 外国文化にふれよう、この場から一

餌 暉 鯉圖嚥寒腋7屡 民糊@@尚
2006年3月19日(日)

コ ス モ ス シ ア タ ー 前 庭

周 辺 で 、ス テ ー ジ 、模 擬

店 、会 話 コーナーな ど市 民 の

べLOOO人 を交 え た多彩 な交流 が繰 り広

げ られ ま した。当 日は関西国瞭セ ンター

か ら、チ ュニジア、中国、ラオスの研修 /
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生5名 も参 加 、それ ぞれ の お国 紹介 など市 民との交流を楽 しみ ま した。
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◎2005年11月7日(月)午 後7時 よ り、 コ ス モ ス シ

ァ タ ー 中 ホ ー ル でOSAKA川 τHEWORLD(イ タ リア編)貝

塚 公 演 が 催 され 、 満 員 の 盛 況 で した 。(P4～5)

日 ボランティア 成 座修 了式

q◎12月13日(火)午 後7時30分 よ り
、市民福 祉 セ ンター で第10期 日本語 ボラ ンテ ィア

養 成講座 の修 了式が行われま した。1月 か らほ ぼ毎 週 火曙 日35回 にわ た る講 座 で したが 、

5名 の方 が晴れ て修 了証書 を受 け取 りま した。(P6)
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2006年 度KAIFA総 会4月22日(土)13時30分 ～市 民福 祉セ ンター4階 大会 議室 。

匪互1期 日本話ボランティア養成講座は4月 ス亘 コ

4月18日(火)19時30分 ～ 説 明 会 。 前 期4/25～9/19、 後 期10月 ～2月 の 火曜 夜 で 計

30回 。 受 講 料 は 前 期 ・後 期 と も3,000円 。(他 に 教 材 費 が 必 要)詳 し くは 事 務 局 ま で 。



3月19日(日)少 し肌 寒 さが 残 る も の の 、前 日か らの 雨 も幸 い 当 日

朝 に は 回 復 し、 「外 国 文 化 に ふ れ よ う、この 場 か ら」をテ ー マ に 、 「か

い つ か 国 際 交 流 フ ェス タ2006」 が 開 催 され ま した 。
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メイ ン会 場 とな った コ スモ ス シ ア ター前 庭 で

は 、国際 色豊 か な5組 の 出 演 者 が パ フ ォー マ

ンス を披 露 す るス テー ジ を中 心 に 、 日本 を含

め た11力 国 の 料 理 が 味 わ え る13の 模 擬 店 が

繰 り出 され ま した 。

各 模 擬 店 で は 、 日本 語 サ ロ ンや外 国 語 サ ロ

ン、各種 イ ベ ン トな どで 、 日頃KAIFAと 交 流

「
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擁言h

が あ る外 国 にルー ツ をもつ皆 さん が 、中 には前 日か ら準 備 に取 り掛 か った 、お国

自慢 の料 理 を紹介 し、各 店頭 に は一 口味 見 しよ う と来場者 の 列が で きま した 。

哩 覧鞭
マ 懸 了

幽「9齢

ま た、 メイ ン会場 とな りの職 員 会館 で は 、茶道 コ

ー ナー が和 や かに行 われ 、 さ らに 関西 国際 セ ンター

研 修生 他 に よる お国紹 介の 展 示やKAlFAの 活 動

紹 介 、 ユ ニ セ フ に よ る 展 示 、募 金 の呼 び か け等例 年

の コー ナ ーの他 に、今 年 は ブル ガ リア コーナ ーが 設

け られ ま した。 コーナ ー に設置 され た大相 捜 琴欧 州

関 の 等身 大パ ネル の側 で は、 子 ど もた ちが背 比べ す

るな ど微 笑 ま しい光景 がみ られ ま した 。

一方 ス テー ジで は、 ペルー ダ ンスの 可愛 い

子 どもの ダ ンスや来 場者 も一 緒 にな った ダ ン

ス等 、昨年 以上 の盛 り上 が りを見 せ ま した。

会 場周 辺 では 、家族 連れ を中心 にた くさん の

市 民 が、珍 しい外 国の料 理 を片手 に ステー ジ

に あわ せ て体 を揺 らす姿 が見 られ ま した 。
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聯
当 日の様子 を、主 に屋 内各 コー ナー を担 当 し

たス タ ッフに紹介 して も らいま した。

今年の フェスタは、前 日からの雨 にはらはらしなが らのスター ト。幸い当日朝には回復、

勇躍準備にかか りま した。舞台設営 は経験者が多 くあっという間に組み あが り、テン トも

次々立ち上が りま した。年齢 ・性別 ・国籍 を超 えた共同作業は、KAIFAな らで はの風景 で

す 。イ ベ ン ト開催 中は もち ろん、終了後の片づけまで皆最高の力を発揮 して くれ ま した。
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喫 茶 コーナーの 若 手2人 素 敵 で した よ 。

孔
'ま た お手伝 い お願 い します

。喫 茶は初めて

の試みで したが、た くさんの来場者でに ぎわ
▼
,い ま した。国際 セ ンター の 研修生諸君による

お国紹介の懸命な 日本語に、皆 さん感心 しき

りの様子で した。また、ロビーで行われた

UMCEFの 写 真展 示 には 、思わ ず 足 を とめ て見

入って しまいま した。世界の現実が子 どもた

ちに どう写 ったので しょうか。

新企画 「世界の ことばでこん にちは」

スタンプラ リーは大好評で した。

た くさんの子どもたちが参加 して くれ、

用意 した100枚 の カー ドは あ っとい う間 に

無 くな りま した。フェスタについての一言

アンケー トを皆 さんに書 いて もらいま した。

ダン トツに多か ったのが、O桑 瞭 しか っ

た …37人 、O楽 しか った …27

人、orこ ん にち は」 を使 うの が楽 しか っ

ザ誌 き1
言図
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」 た …6人 、O来 年 も楽 しみ に して います …

5人 、Oい ろん な国 との 交流 で知識 が広 ま り

良か った …3人 、O太 鼓が 良 か った …

3人 、その他 には、Oお 茶の体 験 が出来 て よ

か った。O寒 か った 。O座 る とこ ろを多 くし

てほ しい。O出 店数 を 多 く してほ しい。05

載 の娘 に は辛 す ぎて食 べ させ られ なか った。

以上各一人で した。企画は大成功で したが、

よ くをいえば外国人か らの声ももらいたか っ

たですね。



イタ リアオペ ラとモダンダンスの タベ

0一 撫(イ タリア編)

11月7日(月)19時 か らコス モ シアター 中ホー ル でOSAKA剛THEWORLD

『イ タ リアオ ペ ラ とモ ダ ンダ ンスの タベ』 が華や か に催 され ま した。

会場 を埋 め尽 した約480名 の観客 は 、オ'ペラ歌 曲 とモ ダ ンダ ンス の世界 に

導かれ 、陶 酔 と感 動 の一時 を過 ご しま した。
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「オペ弓歌Aむ 迎えτ」

イ タ リア 人 の ホー ム ス テ イ の 依 頼

が あ り、オペ ラ歌手 とい う職 業 をも

つ 人 を受 け持 つ こ とに な りま した 。

当初 、どの よ うに接 待すれ ばよ いの

か戸 惑 いもあ りま したが 、国や 言葉

が違 って も人 間 同士 だ か ら何 とか

な る と開 き直 っ てパ フ ォー マ ンス

当 日を迎 え ま した 。 昼 食交 流会 で 、

ル カ ・タマー 二 さん とお 目にかか り、

本 人 自 ら 「自分の名 前 はポー ルが2

個 。 だか ら玉一2だ よ 。」 とお っ し

ゃったの で私の心 配 は解 消1!

彼 の歌 声 は 、皆 さま ご存 じの よ う

に素晴 ら しくて 、我 が家 に泊 ま って

も らって 「大 当た り」 と思 わず ガ ッ

ツポー ズ。初 日 ・2日 目の タ食 は友

人 宅 で 柳 沼 さん 達 と共 にす る こ と

ができ、会話が弾んで楽 しい時 を過

ごしま した。箕面市へ移動の朝、仕

事 で公演 に来 られ なか った娘 が彼

の歌 を聞 きたが って いる と話 した

ところ、私 と娘の前で 「オー ソレミ

オ」を突然歌 い出 したのです。その

声 は部屋 中 を響 き渡 り満 た して く

れ 、私たちは感動 のあま り自然 と涙

が こぼれて しまいま した。生まれて

初めての体験 で した。

この た びの ホー ムス テ イ を終 え

て思 うのは、国は違えど人を思 いや

る心や優 しさが あれ ば言 葉の 壁 は

取 り除かれるとい うことです。彼の

人柄 に感謝感謝。来年会えれ ば嬉 し

いな。

副会長 小林 三津
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二色小学校の子どもたちと茶道体験交流を終えて(最 前列左端がタマー二さん)



日本語ボランティア養成講座修了式

12月13日 (火)、1月 に 始 ま った 第10

7痩

、,

で3日

期 日本語 ボランテ ィア養成講座 、あの暑

い夏も乗 り越 えた5名 の受 講者 が修 了式

を迎 えま した 。纏週火曜日午後7時30分

か ら市 民福 祉 セ ンター で行 われ ま したが、

受講生の皆 さんは忙 しい中、遠方 か らの

受講生 もよ く頑張 りま した。

総計35回 に渡 る講座 で は 、講 義の ほ か

槙 擬 授 業な どの実習 もあ り、 さらにはき

つい宿題 も出されて努力が大いに必要 だ

ったと思います。修了式を迎 えるまでは

仕事や家事 、家族の協力な どや りくりの

運続で したで しょう。

既にKAIFAの 会 員 とな って い る受講 生

に は 、 これ か らが 日本語ボ ランテ ィア と

して、また、当然の ことなが らKAIFAの

多敷 の 行事 に参 加 して い た だ け る よう期

待 しています。

芦田会長か らは、受講生の大先輩 と し

てね ぎらいの言葉があ り、KAIFAで の活 躍

の場 が 多 くあ り、 自分 の 気持 ち次第で何

にでも参加 して活躍 できる素晴 らしさが

紹介 されま した。

その後、受講生 による茶話会 には会長

ほか協会役員や講師 に加 えて、日本語サ

ロンで学んでいる中国か らの3名 も参 加

して 、 それ ぞれ が 国際 交流活動や 日本語

を学んでいる状況 を紹介 しま したが、や

鳳 ㍉＼'■..
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臨酬
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や時間不足の うちに終 了とな りま した。

これ を縁に して修 了生がKAIFAの 活動

に 積極 的 に関 わ って い た だ けるよ う願 っ

て止みません。なお、篤11期 以降 につ い

て4月 中 に募 集 、 開講 す る よ うに 変更 し

て、多 くの方が受講できるよ う検 討 され

ていることを申し添えます。

編集部注;表 紙 下 に第11期 講座 の お知

らせが あ ります 。

目 籍 A歌
韓醸 ・朝鱗 348

中匝 108

ツ ィlJピ ン Z8

ヴ=トrト ム Z1
1

7弓 ジJL 12

国 籍 別 外 国 人 登 録 数 「統計かいつか」より(平 成17年12月 末現在)

以 下 タ イ11人 、パ キ ス タ ン5人 、ア メ リ カ とカ ナ ダが 各4人 、

ペ ル ー3人 と続 き 、イ ン ドネ シ ア 、ウ ク ラ イ ナ 、オ ー ス トラ リア 、

コ ロ ン ビ ア 、ポ ー ラ ン ド、ル ー マ ニ ア が 各2人 。英 国 、イ タ リア 、

イ ラ ン、 ドイ ツ 、ナ イ ジ ェ リア 、 ニ ュー ジー ラ ン ド、バ ン グ ラデ

ィ シ ュ、 フ ィ ン ラ ン ド、 ボ リヴ ィ ア 、 ミ ク ロ ネ シア 、 が 各1人 の

総 数566人 で す 。 あ な た は 何 人 ご存 知 で す か?



多言語進路ガイダンス

平成17年10月30日(日)午 後 、府 立佐 野

高等学校(泉 佐 野市)で 開 催 され ま した。

この 相 談会 の主 旨は、近隣各地 に住む外国

人の子 どもたちの進路や学校生活について、

きめ細かな情報を提供 し、現在 及び将来に役

立ててもらおうとい うものです。今年は第3

回 目で したが 、それ までに3回 の実行 委 員会

で綿密 に検討 を加 えて当日を迎えま した。

保護者及び児童 ・生徒6名 が参 加 しま した
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が、日本語が十分に通 じないため、ポル トガル梧 ・中国語 ・スペイン語 ・タイ語の通訳が

傍 らに座 って手助 けを しながら、話が進められま した。主な内容は次の とお りです。

① 「就職 ・進学についての説明」は府在 日外

国人教育研究協議会事務局長(実 はK川FAこ

とば部会 長)が 「君の 夢 をか なえ る、特 色 あふ

れ る、府立高校」のパ ンフ レッ トを使 い、ゆ っ

くりとT寧 に説明 され ま した。 高校 入試 制度

が改編 され る中、複雑 な制度が理解 されて進

路決定がスムーズにい くよう、願 いの こもっ

た話をされま した。

② 「相談コーナー」は家族 ごとに分かれて、

それぞれ通訳 ・相談者 に合わせて小 ・中 ・高

　　溌
婆

駕 耕̀
教員を配置 し、さらに細かい説明や艇聞に答 えま した。中学3年 生 が3名 参 加 して お り、

間 近 に迫 った進路希望の決定に大 いに役立 ったと思います。また、受験への心構 えを知 る

こともできたようです。

③全員が集まる中で自己紹介 をした後は保護者か らの質問に答 え、高校3年 生 の先 輩か ら、

高校 生活 に つ いて 自分の体験 を交えて説明がありま した。渡日 してか ら10年 にな る彼 は 、

流 暢 な 日本 語 の中 にユーモア も交 えて説明す るほ どで、ス タッフか ら何度 も感嘆の声が出

るほど素晴 らしいものだったと思います。

私は初めて参加 しま したが、保護者や児■ ・生徒が 日本で立派に生 き抜 いていけるよ う

に、 このよ うに多 くの関係団体や関係者による地道な活動が行われ てい ることを確認で き

たのは大きな収穫で した。来年以降、 どのよ うに取 り組むかは以後の実行委員会な どが決

めてい くことにな りますが、この事業が充実 ・発展するよう希望 して止み ません。 この事

粟に、私たちのKAIFAも その 一 員 と して関 わ って きた こ とは、会員の方にも御存知ない方

が多いのではないかと思い、報告 させていただきます。

帰国 ・渡日児童生徒学校生活サポー ト事業は、泉南ブロック連絡協議会(府 立学校

外国人教育研究協議会、府 ・泉南地区各市町在日外国人教育研究会、府 ・各市町教育

委員会及び泉南地区の各国際交流団体が加盟)が 共同して行っています。

一7一



司書研修生が6ヶ 月研修を終えて帰国

会話パー トナー無事終了!

2005年 度 もKAIFAは 司書 研修 生の 会話

パー トナ ー を担 当することにな り、10月

31日 、関 西国際 セ ンター で会 語ボ ラ ンテ

ィア10名 と研修 生9名 の マ ッチ ングが行

われ 、6ヶ 月の お付 き合 いが 始 ま りま した。

11月 には好例 の ふれ あ い交 流祭 が 関西

国際センターで開かれ 、KAIFAに よる絵 手

紙教 室 に は馴 染 み に な った研修生 も参加

しま した。会話パー トナーは月1～2回 程

度 の 日常 的 な 交流 です が 、 この ほか 、各

家庭へ招いて 日本の家庭 や家屋 などを見

て もらい、家放 とも交流す るな ど してい

るうちに、徐 々に親密感が湧いてきたパ

ー トナーが多か ったと思 います
。

昨年9月 の来 日直後 の歓 迎会 で は、初歩

的 な 日本語 も英語 も通 じなか った研修生

がいて悩ん だことが思 い出 されます。 こ

れか らどうしてお付 き合 いを した らよい

の か戸 惑 った り、 まわ りに は心配 す る

人々があ りま した。

ところが、3月 の最 終報告 会 に同席 させ

て いた だ くと、何 と司会者がその本人で

した。やは り研修生は国 を代表 してい る

だけの能力 を持 ち合わせているとつ くづ

く感 じました。それぞれが約20分 間 の研

究 発 表 を した の で す が 、十 分に準備が さ

れた堂々たるもので した。

3月23日 、帰 国前 日に行わ れ た歓送 会

は センター関係者のほか、 さまざまな交

流のあ った大勢の人たちが研修生 を囲ん

でた くさんの思い出話が弾み、一緒に写

真 を撮 った り、記念品の交換な どがあち

こちで見 られ 、別れ を惜 しみま した。

6ヶ 月の 研修 を受 けて い る間 、日本語学

習やそれ ぞれの研修課題 をこなすのは大

変な努 力と時間が必要だ ったで しょうが、

遠い家族の ことなど思 い浮べなが らよ く

頑張 った と賞賛 します。

今 ごろは母国で家庭生活や研修 を生か

した仕事 に励ん でお られ ることで しょう。

2006年 度 も同様 の取 り組み が行 われ る

で しょうが 、これ までの実践 を生か して

充実 したボ ランテ ィア活動 とな るよ う願

っています。

国際交流フェスタに登場した研修生の皆さん

☆広●部員●集☆

広 報部 会 では 部員 を募 集 して お ります 。 文章 を書 くの が 好 きな方 、企 画 ・構 成 が好 きな方 、
写 真撮 影 が趣味 の方 、絵 を書 くのが 好 きな 方(イ ラス トな ど) 、 イ ンター ネ ッ ト(ホ ー ムペ ー

ジの 管理)に 興味 の あ る方 な ど、皆様 の ご参加 をお待 ち して お りま す
。 定例 会 は毎 月第2水 曜

日19:30よ りKAIFA事 務 所で す 。興 味 の ある方 はぜ ひ一度遊 びに来 て くだ さい
。
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